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（２）冬季の実地検証の内容 

 
 
１ ＪＲ釧路駅・釧路バスターミナル周辺の現況と課題  
① 駅/地下道について  

・ 地下歩道からステーション売場へのスロープの勾配がきつい 

・ 地下歩道からステーションへのドアは幅が狭く開き戸であり、車

イスの方がスロープで上っても中に入れない。引き戸又は自動ド

アへの改修が望まれる 

・ 駅（地下道・地下街）入口の扉が重く、さらに開き戸で引き戸か

自動ドアに改修が望まれる 

・ 地下道リフトのステップが高く、床が低いため傾斜がきつく、車

イスで降りるのは危険。床をあげるなどの対応が必要 

・ 地下道の注意書、地上入口になかった 
② 駅/切符販売機について  

・ 切符販売機の高さが車イスの方の高さより高い。目の不自由な方

への音声の案内がない 
③ 駅/点字ブロックについて  

・ 駅舎入口（左側）から入って地下階段の部分の途中までしか点字

ブロックが設けられていない 

・ 各所に配置され誘導が図られているが、緑の窓口への誘導が途切

れていた 
④ 駅/ホームについて  

・ ４，５番ホームにエスカレーターがないため、エスカレーターの

ついていないホームには、駅員が手伝いますブザーの設置が望ま

れる 
⑤ 駅/案内・表示について  

・ 駅待合室に障害者用の表示がない 

・ 駅待合室内に障害者専用の席（イス）の表示と席がない。 

・ 駅、バスターミナルから合同庁舎への案内サインを、他市町村の

方もわかるように設置が望まれる 

・ タクシープール内に設置した車イス対応駐車場の案内を有料駐

車場側にも設置することが望まれる 
 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 地下道入口（すべて開き戸） 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 地下道リフト 

 

 

 

 

 

 

 

▲ みどりの窓口への点字が切れている 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 待合い室への点字が切れている 
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⑥ 駅/トイレについて  
 ・洗面台や鏡の位置が高い 

・ 身障者用トイレは昭和 62 年の設置のままであり、車イスの方の

使用に不都合な部分も多くなっているため、改修が望まれる 

・ 車イス用トイレの手すりの使い方を表示することが望まれる 
⑦ 駅/コンコース  

・ 駅コンコースから下へ降りるＥＶがないと車イスの方やベビー

カーの人は使えない 
⑧ 駅からバスターミナルへ  
 ・駅からバスターミナルへの通路の傾斜がきつい 

・ 歩道駅前ところどころに隆起､裂け目、マンホールの凹凸がある 

 ・駅前全般的に、歩道タイルが老朽化している 

 ・駅前の歩道の除雪が悪い 
⑨ バスターミナルについて  

・ 段差が多く、まったくバリアフリーになってない 

・ バスターミナルおよび周辺、車イスでの通行は不可能 

・ バスターミナルへの通路の除雪がきちんとされていない 

・ くしろバスターミナル構内停留所間の段差解消が必要 

・ 阿寒バスターミナルへは段差があって、車イス（自走）はまった

く入れない 

・ 車イスではバスにも乗れず、待合室にも入れない 
⑩ 歩道について  
 ・歩道、交差点、日陰に雪氷がある。除雪が悪い 

 ・歩道の勾配が急な所が見られた 

 ・車道と歩道のとりつけの傾斜がきつい 

 ・車道と歩道との取り付けに段差がある 
⑪ 交差点について  

交差点を渡る時間が短い。スクランブル交差点は渡りきれない 
⑫ 点字ブロックについて  
 ・点字タイルはいろいろな種類があり、統一性が無い 
 ・点字ブロック上が除雪されていない 
⑬ その他  
 ・交番に段差が有り、車イスの方は入れない 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 階段のあるくしろバス入口 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▲ 歩道と車道の間の水たまり 

 
 
 
 
 
 
 
 
▲ 北大通の歩道 
 
 
 
 
 
 
 
▲ 交番の入口にある段差 




